
ゾレア　作用機序（花粉症）

製品について
作用機序1）2）

IgEと高親和性受容体（FcεRⅠ）の結合を阻害することで、好塩基球、マスト細胞などの炎症細胞の活性化を抑制する。
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著者の所属先であるGenentech社は、ノバルティス社とゾレアに関する共同開発を行った。
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